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卒業研究 
【科目名】卒業研究 【担当教員】理学療法学専任教員(担当;浅海) 

(メールアドレス) igasami@nur05.onmicrosoft.com 
 
(オフィスアワー) 月～金 8:30-18:00 

【授業区分】 
専門分野(特論) 

【授業コード】 
3-20-0760-0-2 

【開講時期】4 年次・通年 【選択必修】選択 
【単位数】3 単位 【コマ数】30 コマ 
【注意事項】 
(受講者に関わる情報・履修条件) 
・特になし 
 
(受講のルールに関わる情報・予備知識) 
・特になし 
 
【講義概要】 
(目的) 修学期間の大成であり、卒業年度に開講する。これまでに修得した演習・実習・学習の中で生じた疑

問点や問題点に対して医学的な結論を導き出すとともに、多様な領域を考慮して論理的な考察から結論を導

き出すことを目的とする。 
(方法) リハビリテーション分野や医学・福祉関係の研究に対して、学科の専任教員が指導に当たる。卒業

研究内容は、学位論文だけでは無く、あるテーマにたいして多面的に調査を行い報告する研究報告や、臨床

実習で得た特異症例の症例報告、自助具や装具等の製作発表などを行う。少人数のゼミ形式で行い、専任教

員が研究方法、研究論文,の作成等について指導する。 
【一般教育目標(GIO)】 
・問題の設定、資料の収集、論理の展開の仕方、自分なりの考えをもち、それを裏付ける方法などについて、

執筆していくことが要求される。 
【行動目標(SBO)】 
・上述の目標を達成することが求められる。 
 
【教科書・リザーブドブック】 
・なし 
【参考書】 
・なし 
【評価に関わる情報】 
(評価の基準・方法) 
・成績評価基準は本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。 
 
【達成度評価】 試験 小テ

スト 
レポート 成果

発表 
実技 ポートフォ

リオ 
その他 合計 

総合評価割合 40  30 20   10 100 点 



平成 26～28 年度入学者用 

p. 284 

評

価

指

標 

取り込む力・知識 20  15     35 
思考・推論・創造の力 20  15     35 
コラボレーションとリーダーシッ

プ 
   10    10 

発表力    10    10 
学修に取り組む姿勢       10 10 

【授業日程と内容】 
回数 講義内容 授業の運営

方法 
学修課題(予習・復習) 時間(分) 

1 
 

・オリエンテーション; 卒業論文の作成ま

での流れを説明する。 
講義・浅海 ・研究テーマを各自考え

ておく。 
・担当教員へ相談しに行

く。 

30 分 
 

2 ～

14 
・研究計画の作成 
・倫理審査書類の作成 
・調査・実験の実施 
・データまとめ 

ゼミ・担当教

員 
  

15 ・研究の中間発表をおこなう。 
 

演習・浅海・

担当教員 
・途中経過をまとめプレ

ゼンテーション・抄録を

作成しておく。 
・発表会で指摘されたこ

とを改善する。 

 

16～
29 

・必要に応じて研究計画の修正 
・調査・実験の実施 
・データまとめ 

ゼミ・担当教

員 
・結果を統計処理し考察

を加え文章にまとめる。 
・プレゼンテーション・

抄録を作成しておく。 

 

30 ・卒業論文発表審査会 
・卒業論文をプレゼンテーションする。 
 

演習・浅海・

担当教員 (他
学年も参加) 

・プレゼンの練習、想定

質問への答えを用意して

おく。また抄録原稿は事

前に提出しておくこと。 

120 分 

備考 ※30 回目以降に指定された日までに、論文を提出する。 
 

※授業日・教室は随時学生ポータルサイトにて配信します。 
※ここに示す学修課題の時間は、必要とする授業外の学修時間(授業時間の 3 倍)に含むべき時間を示します。 
 
 




